
　プログラムによっては事後レポート・報告書の提出が求められる場合があります。所定

の講義・ガイダンス等が設定されている場合は、必ず参加してください。

　学籍が「留学」となるプログラムでの学習を終え、帰国した場合は、所属学部・研究科

事務室（OICは学びステーション）まで「留学終了届」を速やかに提出してください。提出

に際しては、他に必要な手続きがないか事務室に確認してください。なお、「留学終了届」

を提出しなければ、留学を終了し、帰国していることを各学部・研究科が確認できません。

学籍を「在学」とする手続きが行えず、その後の立命館大学での講義を受講できません。

　派遣先大学開講科目を受講して単位取得し、本学での単位認定を希望する場合は

「単位認定願」、履修期間および成績が明記されている単位取得証明書、シラバス等を

所属学部・研究科事務室（OICは学びステーション）まで速やかに提出してください。本

人による帰国後の単位認定申請を受けて、所定の基準に基づいて各学部教授会（研究

科委員会）において審議し、承認されれば、本学の科目として単位認定します。

帰国後の手続き12

2．留学中のキャリア形成のヒント
　留学先での生活に慣れてきたら、留学前に計画した目標に向かって進み始めましょう。計画は必ずしも当初の予定通りにいかないことが多いものですが、当初の計画

通りにならないことが着実に進んでいないことを意味するものではありません。計画はその環境・状況によって変化するものでもありますので、目標への道のりの再設定や

目標設定の変更なども必要に応じて行いましょう。

　留学中（留学前の準備も含めて）において、戸惑ったこと、失敗したこと、達成できたこと、成長できたとことなど、海外留学経験により、自分がどのように感じたか、

変わったと認識したのかをしっかりと自分自身の言葉で伝えられるように意識することも大切です。後から振り返ることができるように、日記やブログなどで留学経験を書きとめ

ておくこともお勧めします。こういったことが、自己分析の種・素材ともなり得ます。

　経済のグローバル化に伴い、近年は長期海外留学経験者の採用に積極的な企業が増加しています。ただし、企業が長期海外留学経験に最も期待していることは、

『バイタリティ』（異なる文化・言語の国や地域で、どのような目的をもって物事に取り組み、その過程でどのような課題を見つけて解決していったのか）などであり、語学

力や異文化理解だけでは不十分です。留学経験を語学力の研鑽や異文化体験で終わらせず、大きな成長の場として捉えて行動をしましょう。

3．キャリアセンターを活用しよう
　留学前から留学中でもキャリアセンターからの情報や動画を確認して、本学でのイベントや日本国内の就職動向をチェックしましょう。周りに流されず、自分の状況を

しっかり把握して、帰国後に慌てることなく、就職活動に繋がるようにしてください。

4．留学後に考えること
　留学後は次の段階に向けて、留学で得た経験や能力を活用していくことも重要です。留学で経験したことを振り返り、それが自分にどう影響し、今後の自分にとっ

てどう活かせていけるのかなど、他の人に分かり易く伝えられるよう整理をしてみましょう。

海外留学（１セメスター以上）×就職活動
　１セメスター以上の派遣期間の海外留学に参加を考えている（する）皆さんは、いっ

たん日本国内での生活から離れることになります。帰国時期により、その後の予定

は異なりますが、帰国後すぐ就職活動を始めなければならない場合は、自身のキャ

リアを留学計画の段階からイメージしておく必要があります。

1 .留学までに考えておくこと！

❶留学目的の確認
留学の目的は言語習得、異文化体験など様々だと思いますが、そのよう

な目的を達成することで、自分がどのような成長ができるのかをイメージ
することも大切です。単純な思い出としての留学経験の蓄積では、留学
をキャリアとして効果的に活かすことにはなりません。

❷キャリア・プランニング
留学を踏まえた大学生活の設計においては、卒業後の進路も考えておく

必要があります。留学する前までにキャリア・プランニングを行い、就職を希
望する場合は、自己分析・業界研究などをしてみましょう。特に、自分の希
望の進路における就職活動のスケジュールを確認して、イメージしておきましょ
う。一般的な就職活動のスケジュール（2019年9月・2020年3月卒業・
修了予定者）は表1のようになります。皆さんの留学後の帰国予定日を確認
して、就職活動のスケジュールのどの段階に帰国するかを認識しておくと
良いでしょう。また、海外留学先によっては、日本企業による合同企業説明
会（ジョブフェアやキャリアフォーラム）などもあります。こういった機会を活用
できるように事前に調べておくと良いでしょう。
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【メインページ】
http://www.ritsumei.ac.jp/career/

【GLOBAL×CAREERページ】
http://www.ritsumei.ac.jp/career/global/

【企画動画配信ページ】
https://secure.ritsumei.ac.jp/career/current/library/video.html/

◆海外でも見られるように、大学で実施した企画の一部を動画配信しています。

キャリアセンター

❶広報活動※ 1……………… 3 回生 3 月以降解禁
❷採用選考活動※ 2………… 4 回生 6 月以降解禁　

※１　採用を目的とした情報を学生に対して発信する活動。採用のための実質的な選考とならない活動。
※２　採用のための実質的な選考を行う活動。採用のために参加が必須となる活動。

大学内のキャリアセンターやホームページなどを活用して、留学後の進路・就職活動のイメージを深めることもお勧めします（後述3．参考）。

10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月〜 3 月

3 回生 4 回生

大学
学事日程

秋学期授業

定期試験 定期試験

夏期休暇 卒業
修了

秋学期授業
・定期試験

就活
スケジュール

広報活動※ 1
採用選考活動※ 2

春学期授業春期休暇

自社説明会、ウェブテスト・テストセンター受検、
エントリーシート提出が開始 面接が開始

就職活動スケジュール概要（2019年9月・2020年3月卒業・修了予定者、キャリアセンター提供）

3/1 6/1

表 1

卒業生メッセージ
今泉 賢太さん　 2017年3月  経営学部卒業
国際PBLによるイノベータ育成プログラム

（現・ASEANで学ぶ国際PBL）（タイ・チュラロンコン大学）参加

平田 佳澄さん　 2017年3月  文学部卒業
交換留学
スペイン・グラナダ大学参加

英語が話せるようになりたい一心で！
　高校までは国際経験に恵まれていませんでしたが、大学
入学を機会に「英語が話せるようになりたい」という思いの
下、豊富な留学プログラムや学内プログラムのある立命館
大学に入学を決意しました。入学後は、欧米への長期留学
を目指して留学準備科目の受講や短期留学プログラムへの
参加、レジメント・メンターとしての留学生寮での生活を通して国際感覚を磨くことに努めました。
当初、欧米留学に憧れていましたが、留学生寮で様々な文化や言語に触れる中でASEAN地
域に興味を持つようになり、3回生でタイへの長期留学を決断しました。また、日系企業にとって
戦略拠点である東南アジア留学が当時は少数であったため、その後の就職活動でも活かせる
のではないかという想いもありました。

留学や学内プログラムを通して身に付いたこと
　異国での長期留学は初めてで不安なこともたくさんありましたが、事前に入念に準備したことが
役に立ったと思っています。特に、入学後直ぐに受講した留学準備科目では、同じように長期留
学を目指す学生が集まり、留学中必要なスピーチ力やディスカッション能力を養うことができました。
同じ境遇の仲間の支えや切磋琢磨できたことはあきらめずに長期留学を実現できた要因の一つで
す。また、留学中は余裕を持って勉強できただけでなく、現地の学生と課外活動への参加や旅行
するなど時間を有効活用できました。
　長期留学先では、専門の国際経営ではなく、宗教や文化ついて文学部で学びました。留学

を通して身に付いたことは、自分の考え方と違う意見を
真っ向から否定して対立するのではなく、相手を尊重しな
がら上手く人間関係を築くという点です。授業や現地での
生活を通して、世界中には様々な文化や宗教を背景として異
なる価値観を持つ人々がたくさんいることを実感しました。現
地学生だけでなく、世界中から集まった留学生とディスカッ
ションをしたことは、日本人の私では思いつかない考えや
アイデアに気づかされ、頑固な私がもっと他人の意見を尊
重すべきだと実感させられる良い機会になりました。

現在
　社会人一年目から総合家電メーカーの海外宣伝担当として世界を股にかけて活躍していま
す。大学での国際経験を活かして、一年目から海外を舞台に活躍したいという思いの下、就職
活動を進めました。また、現職では世界中のお客様や関係会社との業務が主なため、学生時代
に身に付けた国籍関係なく上手く関係を築ける強みは役立っています。今後は宣伝担当に必要
なクリエイティブなスキルを強化していくと共に、数年以内に海外駐在できるように頑張っていき
たいと思っています。

後輩へのメッセージ
　私も参加してきたように、立命館大学には学生の夢をサポートするプログラムやカリキュラム
もが沢山あります。その数多くの選択肢の中から自分に最も適したものを選び、自らを変えい
こうという姿勢が重要です。私のモットーは、「LIFE IS LIKE A BOOK. IF YOU DO NOT 
TRAVEL YOU READ ONLY 
ONE PAGE」です。世界は一冊の
本で、旅をしない人は本を一ページ
しか読んでいないことと同じという
意味です。私は社会人になった今
でも上記のモットーの下に、世界を
舞台に挑戦し続けています。留学
を悩んでいる方、ぜひ挑戦してくだ
い！ 留学という経験は必ず視野を
広げ人としての成長に繋がります。

留学先、現在の仕事
　私はスペインの歴史を学びたかったため、スペインのグラナダ大学に約1年間留学
しました。グラナダはヨーロッパとイスラムの文化が交わったとても魅力的な街であり、
歴史的な街でもあります。そのような環境でスペインの歴史を学び、留学後の研究に
活かしたいと考えていました。留学後はスペインで学んだことを活かしてスペインの現
代史について研究し、卒業論文を制作しました。
　現在はIT企業でソフトウェアの開発を行っています。この仕事を選んだ理由は、社会
人で新しいことを始めたいと思ったからです。
スペイン語を使う機会はほとんどありません
が、どの業界でもグローバル志向が重視
されてきており、留学経験のある私に対
してグローバルな視点を持って仕事をし
てほしい、という期待を感じています。

留学によって身についたスキル
　実際に留学に行って多くのスキルが身に付きました。語学力はもちろんですが、そ
の中でも卒業後に役に立ったと思うスキルが主に2つあります。1つめは行動力です。
留学前は自発的に行動するタイプではありませんでした。しかし留学先では、自身から
行動しないと物事が何も進みません。そのような環境の中で生活することで、必然的
に行動力が向上した実感があります。例えば、私は留学中に家探しをする必要があ
り、片言のスペイン語で大家さんに電話して内見を行ったことは印象に残っています。
このような経験を重ねた結果、留学後は留学前と比較して何でもチャレンジできるよう
になり、就職後も日々の業務の中で役にたっています。2つ目は問題解決力です。ま
ず留学前に行く前に、保険登録など多くの手続きを行う必要があります。また留学に
行ってからもビザ申請や受講登録などたくさんの事務作業があります。いずれも1つで
も欠けてしまうと留学に支障が出てしまいます。これらすべての作業を自分の力で解決
し、物事を前に進める力がつきました。社会に出ると毎日課題に直面し、自身の力
で解決することは非常に重要だと感じています。そのスキルを大学で身につけ
ることができたのは、非常に良かったなと感じています。

留学中にやっておけばよかったこと
　留学中にやっておけばよかったと思うことは、学校のクラス以外のコミュニティに入
ることです。スペイン語を学ぶために有効な手段の1つにスポーツがあると思います。
スポーツは各国共通であるため、言葉が伝わらなくても仲良くなれます。私はスペイン
語を大学から学び始めたこともあり周りの留学生と比較してスペイン語能力が低かっ
たため、会話から仲良くなることが難しいと感じていました。もしスポーツのコミュニティ
に所属していれば、もっと仲の良い友人ができて、スペイン語を話す機会がもっと増え
ていたかもしれないなと思います。語学力に自信がない場合は、スポーツなど言語を使
わなくても参加できるコミュニティに入ることで、語学力向上によい影響を与えてくれる
と思います。

留学を考えている後輩へのメッセージ
　留学に行かなければよかったとは一度
も思ったことがないです。もう一度大学生
をするとしても留学には行きたいと思うくら
い、自身に良い影響を与えてくれました。
留学は語学だけでなく、人間として短期間
で成長できる絶好の機会です。留学でき
るチャンスがあるならば、ぜひ留学にチャレ
ンジしてほしいと思います。
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Ⅳ 海外留学に向けて
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